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北海道の属島あるいは半島に生息する野生哺乳類

の寄生蠕虫相の研究としては浅川 ，浅川ほか

およびAsakawa et al. がある。しかし，嶮暮帰島

については未調査であった。当該の島の哺乳類相に

ついては，河原・中島 あるいは河原 により克明

に報告されていたが，その寄生蠕虫相は未知であり，

今回，この島での報告は疫学的および自然史的にも

貴重な記録となろう。

材料と方法

2000年７月21日，2006年８月21日および同年９

月12日の３度にわたり，北海道厚岸郡浜中町琵琶瀬

（霧多布湿原）の対岸約１km沖にある嶮暮帰島（北

緯43度02分，東経145度06分）において，小哺乳

類を捕獲あるいは死体取得をした。この調査は，今

回の著者の一人，河原が同島に生息するチビトガリ

ネズミ（あるいは亜種トウキョウトガリネズミ）

Sorex minutissimus Zimmermann,1780を飼育・繁

殖する目的として，捕獲調査を試みたものであった

が，トウキョウトガリネズミ以外に，オオアシトガ

リネズミ（以下，トガリ）Sorex unguiculatus Dobson,

1890 16個体およびタイリクヤチネズミ（以下，ヤ

チ）Myodes rufocanus（Sundevall,1846）３個体が

得られた。これらのうち，トガリの多くは林道上で

発見された死体であり，発見時の段階で著しく変性

していた。しかし，これら全ての内臓と消化管を

10％ホルマリン液で固定・保存し，寄生蠕虫の検査

材料とした。検査方法は浅川（1997）に準じ，実体

顕微鏡下で精査した。得られた虫体は70％エタノー

ル液で再固定後，ラクトフェノール液で透徹，一部

扁形動物については酢酸カーミンにて染色を試み，

光学顕微鏡で検鏡・写真撮影をした。これら寄生虫

標本および宿主標本の一部は，現在，酪農学園大学

野生動物医学センターに登録（WAMC/As/3140～

3142，6944～6959）・保存されている。

結果と考察

トガリ10個体の腸から次の蠕虫種が得られた（括

弧内に検出検体数を記した）：線虫ヘリグモソーム

ム科Heligmosomidae Longistriata yamashitai
 

Chabaud et  al., 1963（10）（図１），吸虫 Trog-

lotrematidae Nanophyetus sp.（３）（図２，３），膜

様条虫科Hymenolepididaeのある属種（７）（図４，

５）。一方，ヤチからは全ての個体からいずれかの蠕
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虫が得られた（括弧内に寄生部位；検出検体数の順

で記した）；桿線虫科 Rhabditidae Rhabditis

(Pelodera)orbitalis Sudhaus et Schulte,1986の第

３期幼虫（眼球周囲組織；２）（図６），ヘリグモソー

ムム科Heligmosomidae Heligmosomum (Para-

heligmosomum)yamagutii Chabaud et al.,1963（小

腸；１）（図７），盲腸虫科Heterakidae Heterakis
 

spumosa Schneider,1866（盲腸；１）（図８，９），

鞭虫科 Trichuridae Tricuhris sp.（盲腸；２）（図

10），膜様条虫科Hymenolepididae Hymenolepis
 

horrida（Linstow,1901）（小腸；２）（図11）。

嶮暮帰島産の陸棲哺乳類としては，トガリとヤチ，

今回，蠕虫検査の対象とは出来なかったトウキョウ

トガリネズミのほか，この島には恒常的に生息する

ものとは見なされていないニホンジカ Cervus
 

nippon Temminck, 1838が記録されている 。こ

の島で哺乳類の蠕虫検査が行われたことは，本検討

が初めてであった。

さらに，新たな知見として，北海道産トガリ腸寄

生の吸虫類として３番目のものが見つかった。すな

わち，道央および道東地方では，Glaphyrostomum
 

soricis Asakawa et al., 1988および Ectosiphonus
 

sp.（未成熟個体）が知られていたが ，今回得られ

たNanophyetus sp.は見つけられてはいなかった。

標本状態が極めて悪いため，詳細な形態観察は困難

であるが，横に並列する精巣配置（図２，３）や体・

吸盤のサイズなどが Brachylaimidaeの典型的な形

態を有する Glaphyrostomum あるいは Ectosi-

phonus属とは明確に異なっていた。種については，

より状態の良い標本を得，再検討を試みたい。トガ

リの条虫類についても，種同定が可能なものではな

かった。トガリ全般については，検査材料が著しく

変性しており，陰性とされた６個体については真に

蠕虫が不在であったかどうかは疑問とされた。

ヤチに関しては，生体捕獲後，直ぐに固定された

ため，比較的好条件で検査が可能であった。しかし，

得られた蠕虫は北海道および属島産ヤチで記録され

ているものと同種であった。特に，嶮暮帰島と地理

的に近い本島の厚岸・根室半島・野付崎・知床半島・

サロマ湖の砂州，離島の大黒島および歯舞諸島にお

ける先行研究と比較しても ，蠕虫相に大きな違

いはなかった。敢えて差異を見出すのなら，嶮暮帰

島産ヤチから蟯虫科Oxyuridae Syphacia montana
 

Yamaguti,1943が得られなかったことである。しか

し，検査個体が３個体であり，不在と結論するには

不十分であろう。
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Summary
 

Two mammalian species including Sorex unguiculatus (Soricidae: Insectivora) and Myodes rufocanus

(Microtidae: Rodentia) were collected on Kenbokki Island, Hokaido, Japan, and they were examined
 

helminthologically. Longistriata yamashitai, Nanophyetus sp.and Hymenolepididae gen.sp.were obtained
 

from S.unguiculatus,and Rhabditis orbitalis,Heligmosomum yamagutii,Heterakis spumosa,Tricuhris sp.and
 

Hymenolepis horrida were obtained from M.rufocanus,respectively. This is the first report of the parasitic
 

helmitnhs from the mammalian species on the island.
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